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「
校
友
の
輪
の
拡
大
を
目
的

に
、
若
い
校
友
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
。
母
校
を
力
強

く
支
え
る
会
に
し
て
い
き
た

い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

　
松
木
健
一
理
事
長
、
日
髙

義
博
総
長
ら
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
初
の
親
善
大
使
と
な

っ
た
２
人
が
紹
介
さ
れ
た
。

就
任
し
た
の
は
、
野
球
部
Ｏ

Ｂ
で
投
手
と
し
て
東
都
大
学

野
球
リ
ー
グ
戦
の
最
多
勝
利

数
（
41
勝
）
を
保
持
す
る
芝

池
博
明
さ
ん（
昭
44
商
）
と
、

経
済
界
で
活
躍
す
る
、
り
そ

な
銀
行
元
執
行
役
員
の
横
瀬

三
亀
夫
さ
ん
（
昭
50
商
）。２

人
は
「
大
学
へ
の
恩
返
し
と

し
て
、
校
友
の
輪
を
広
げ
る

手
助
け
が
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
第
２
部
で
は
佐
々
木
重
人

学
長
が
、「
Ｓ
ｉ
Ｕ
２
０
２
５

戦
略
｜
｜
学
長
と
し
て
取
り

組
み
た
い
こ
と
｜
｜
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。「
校
友
の
皆
さ

ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

専
修
大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

を
図
り
た
い
」
と
話
し
た
。

森
重
航
さ
ん
に

有
志
が
激
励
金

北
京
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

　
７
月
29
日
、
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
部
の
森
重
航
さ
ん

（
経
営
４
）
に
校
友
会
有
志

か
ら
激
励
金
が
渡
さ
れ
た
。

　
激
励
金
に
は
桃
野
直
樹
校

友
会
長
を
は
じ
め
、東
京
・
神

奈
川
の
10
支
部
が
協
力
。
桃

野
会
長
が
応
援
の
言
葉
と
と

も
に
手
渡
し
た
。

　
森
重
さ
ん
は
北
京
冬
季
五

輪
の
男
子
５
０
０
㍍
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
現

在
は
新
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
練
習
に
励
ん
で
い

る
。「
今
年
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
年
。
校
友
の
皆
さ

ん
か
ら
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

　
総
合
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企

業
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」（
東
京
都

渋
谷
区
）
の
創
業
メ
ン
バ
ー

で
、
現
在
は
常
務
取
締
役
と

し
て
組
織
を
束
ね
る
。

　
大
学
在
学
中
に
参
加
し
て

い
た
イ
ン
カ
レ
サ
ー
ク
ル
が

母
体
。
専
大
松
戸
高
出
身
で

顔
が
広
か
っ
た
古
井
さ
ん
は

そ
の
人
脈
と
持
ち
前
の
行
動

力
を
生
か
し
、
学
内
外
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
。手
応
え
を
つ
か
み
、卒
業

後
に
仲
間
と
会
社
を
つ
く
っ

た
。
当
時
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
ブ

ー
ム
で
多
く
の
学
生
が
起
業

し
た
が
、「
当
社
の
よ
う
に
創

業
時
か
ら
メ
ン
バ
ー
も
業
態

も
変
わ
ら
ず
、
上
場
ま
で
し

た
会
社
は
珍
し
い
と
思
う
。

大
学
時
代
の
青
春
が
そ
の
ま

ま
今
に
つ
な
が
り
、
仕
事
が

楽
し
い
」
と
満
面
の
笑
み
。

　
ジ
ー
ン
ズ
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
や
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
の
世

界
大
会
、
携
帯
ゲ
ー
ム
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
手
掛
け

て
き
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
大

き
く
変
化
し
た
が
、
30
年
以

上
に
わ
た
り
業
界
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
古
井
さ
ん
は

「
価
値
あ
る
体
験
こ
そ
が
人

の
心
を
動
か
し
、
社
会
に
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
」
と

力
を
込
め
る
。

　
社
会
貢
献
性
の
高
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
精
力
的
に
関

わ
っ
て
き
た
。「
教
師
の
日
」

の
国
内
普
及
に
向
け
た
取
り

組
み
も
そ
の
一
つ
。
教
師
に

感
謝
を
伝
え
る
日
と
し
て
多

く
の
国
で
定
着
し
て
い
る
教

師
の
日
を
日
本
に
も
広
め
よ

う
と
、
寄
せ
書
き
や
花
束
を

贈
る
感
謝
セ
レ
モ
ニ
ー
、
心

に
残
る
教
師
の
言
葉
を
募
集

し
て
展
示
す
る
「
先
生
の
コ

ト
バ
展
」
な
ど
を
各
地
で
開

催
。
地
道
な
取
り
組
み
が
実

を
結
び
、
共
感
の
輪
は
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
、
現
在

専
大
在
学
中
で
当
時
中
学
生

だ
っ
た
長
男
も
共
感
。
父
譲

り
の
行
動
力
を
発
揮
し
、
担

任
教
師
へ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
を

企
画
。「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に

呼
び
掛
け
て
秘
密
裏
に
準
備

を
進
め
、
感
謝
の
言
葉
と
花

束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
担
任
教

師
は
涙
を
浮
か
べ
喜
ん
だ
そ

う
で
す
」
と
語
る
ま
な
ざ
し

は
温
か
い
。

　
Ｏ
Ｂ
起
業
家
と
し
て
専
大

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
で
講
演
す
る
な
ど
、

在
学
生
と
も
身
近
に
接
し
て

き
た
。
後
輩
た
ち
に
対
し
て

「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
を

積
極
的
に
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
古
井
さ
ん
。

「
人
前
に
出
て
話

す
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試

合
に
出
る
な
ど
、
ど

ん
な
形
で
も
い
い
。

挑
戦
し
、
小
さ
な
成

功
体
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
自
信
が
生

ま
れ
る
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
。

古
ふ る

井
い

貴
た か し

さん （平２経済）

心動かす体験で社会にムーブメントを

第
18
回
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
講
演
す
る
古
井
さ
ん

２
０
１
９
年

大学時代の仲間とプロモーション会社を創業

　シナモロール（シナモン）は、「サンリ

オキャラクター大賞」で2020年から22年

にかけて連続で１位になるほどの、人

気キャラクターです。そんなシナモンですが、15年には、ＳＮＳの

ツイッター上で「いじめ被害」にあっていることがニュースとなり

ました1)。シナモンのツイッターの公式アカウントに対して、匿

名での誹謗中傷や暴言など、嫌がらせ投稿が相次いだのです。

　こうした、いじめや嫌がらせにあたる行為は、「ハラスメント」

と捉えられるかもしれません。

　ハラスメントに対しては、近年、世界的に問題意識が高まり、

日本社会でも、学校、職場、スポーツ界、芸術界などで生じるハ

ラスメントが報道される機会が増えています。また、ハラスメン

トの要因となる行為の類型によって分けた用語、例えば、セクシ

ュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、モラル・ハラスメン

トなど（また、略称に変換した「セクハラ」「パワハラ」「モラハラ」

など）は、一般的な言葉として普及もしてきました。なお、大学

での授業や課外活動、研究活動などに関連したハラスメントは、

「キャンパス・ハラスメント」と総称されています。

　ただ、言葉の広がりの陰で、見落としてはならないことがあり

ます。それは、「ハラスメント」という言葉を（従来のいじめ、嫌が

らせ、ではなく）あえて用いるのには、理由があることです。そ

の一つは、当事者間のトラブルやコミュニケーション不足といっ

た個人的な問題ではなく、社会や組織の構造的な問題として捉え

るためです2)。

　したがって、冒頭のシナモンへの「ハラスメント」についても、

「シナモンかわいそう」や「キャラクターをいじめるのはダメ」と言

って片付ける話題ではなく、なぜ、どのような状況で生じてしま

うのか、日本社会に存在する構造的な問題として考えてみる必要

もあるでしょう。

 （キャンパス・ハラスメント対策室員　後藤吉彦）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

「シナモンいじめ」から、ハラスメントを考える

1)　J-CAST、2015「人気キャラ『シナモン』をネット急襲 『ゴミ』『死
ね』…もはや『いじめ』だ」（2022年8月8日取得、https://www.j-cast.
com/2015/05/14235209.html）

2)　大和田敢太、2018『職場のハラスメント なぜ起こり、どう対処
すべきか』中央公論新社

就
職
だ
よ
り

　〈
４
年
次
生
へ
〉
夏
期
休

暇
も
間
も
な
く
終
わ
り
ま
す

が
、
就
職
活
動
の
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
採
用
を

追
加
募
集
す
る
企
業
も
相
次

い
で
お
り
、
本
学
学
生
の
採

用
意
欲
の
高
い
企
業
の
求
人

情
報
も
継
続
し
て
届
い
て
い

ま
す
。
活
動
を
継
続
し
て
い

る
人
は
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
）
の
「
来

校
企
業
情
報
」
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
有
効
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
就
職
活
動
を
う
ま

く
進
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
分
析
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
課
の
相
談
（
対
面
・

ｗ
ｅ
ｂ
）
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
10
月
に

第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す
。
就
職
活
動
の

準
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
べ
き
か
を
知
る
た
め
の

重
要
な
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
後
期
も
各
種
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ

い
て
は「
ｉ
ｎ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ

ｓ
」
で
発
信
し
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

へ
参
加
し
た
人
は
、
今
後
の

就
職
活
動
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト

と
な
り
ま
す
の
で
、
経
験
を

校
友
会
情
報

第
26
回
参
院
選
当
選
者

（
７
月
10
日
投
開
票
）※
50
音
順

▽
石い

し

井い

章
あ
き
ら

氏
（
平
23
法
）

　
　
比
例
、
維
新
、
２
選

▽
加か

藤と
う

明あ
き

良よ
し

氏
（
平
３
商
）

　
　
茨
城
県
、
自
民
、
新

　
７
月
９
日
、
２
０
２
２
年

度
校
友
会
定
時
総
会
が
、
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東
京
都

新
宿
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
防
止
対
策

を
行
い
な
が
ら
、
対
面
形
式

で
実
施
。
北
海
道
や
沖
縄
県

な
ど
遠
方
か
ら

参
加
し
た
校
友

を
含
め
、
約
１

５

０

人

が

集

い
、
旧
交
を
温

め
た
。

　
桃
野
直
樹
校

友
会
長
は
、
校

友
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し

た
支
部
情
報
発

信

体

制

の

拡

充
、
広
報
活
動

や
校
友
の
交
流

促
進
を
目
的
と

し
た
親
善
大
使

の
創
設
な
ど
、

昨
年
度
の
取
り

組
み
を
報
告
。

　
２
月
18
日
に
死
去
し
た
鶴

田
俊
正
名
誉
教
授
を
偲
ぶ
会

が
９
月
２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
有
志
に
よ
り
開
か
れ

た
。
大
学
・
官
庁
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
関
係
者
や
友
人
、

教
え
子
ら
約
１
８
０
人
が
、

遺
徳
を
偲
び
、
思
い
出
を
語

り
合
っ
た
。

　
鶴
田
名
誉
教
授
は
１
９
７

７
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま
で

経
済
学
部
に
在
職
。
専
門
は

産
業
構
造
論
で
、
98
年
に
は

『
規
制
緩
和
』（
ち
く
ま
新

書
）
で
第
19
回
石
橋
湛
山
賞

を
受
賞
。
学
外
で
は
、
経
済

産
業
省
、
公
正
取
引
委
員
会

な
ど
で
各
種
委
員
を
務
め
、

電
力
・
ガ
ス
部
分
自
由
化
の

制
度
設
計
に
深
く
携

わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
献
花
台

が
設
け
ら
れ
、
ア
ル

バ
ム
や
研
究
業
績
な

ど
を
展
示
。
故
人
の

ジ
ャ
ズ
演
奏
や
校
歌

が
流
れ
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
は
在
り
し
日
の

写
真
が
映
さ
れ
た
。

新
設
の
親
善
大
使
に
芝
池
氏
と
横
瀬
氏

昨
年
度
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
桃
野
会
長

２
０
２
２
年
度
校
友
会
定
時
総
会

通
じ
て
得
た
学
び
や
反
省
点

を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　オンライン併用のハイブリッド型で実施予定。
10月上旬、大学ホームページに特設サイトを開設。

▽10月30日（日）10～ 15時
▽神田キャンパス10号館

ホームカミングデー２０２２

業績を振り返る出席者たち

森
重
さ
ん（
右
）と
桃
野
会
長

鶴
田
名
誉
教
授
の

遺
徳
を
偲
ぶ

〈
墨
田
支
部
総
会
〉

▽
９
月
30
日
（
金
）
18
時
半

〜
▽
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト

東
京
（
墨
田
区
）

〈
新
潟
県
支
部
総
会
〉

▽
10
月
１
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟
（
新
潟
市
）

〈
江
戸
川
支
部
総
会
〉

▽
10
月
８
日
（
土
）
15
時
〜

▽
エ
コ
ー
本
店（
江
戸
川
区
）

〈
東
北
支
部
連
合
会
総
会
、

仙
台
支
部
総
会
〉

▽
10
月
15
日
（
土
）
連
合
会

総
会
13
時
20
分
〜
、
支
部
総

会
15
時
〜
▽
江
陽
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
（
仙
台
市
）

〈
阿
賀
北
支
部
総
会
〉

▽
10
月
15
日
（
土
）
18
時
〜

▽
金
子
屋
別
館（
新
発
田
市
）

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
10
月
22
日
（
土
）
15
時
〜

▽
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
山
形
市
）

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉

▽
10
月
23
日
（
日
）
12
時
〜

▽
湊
川
神
社
楠
公
会
館
（
神

戸
市
）

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

▽
松ま

つ

村む
ら

祥よ
し

史ふ
み

氏（
昭
62
経
営
）

　
　
熊
本
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